
答
　
平
成
28
年
３
月
末
現
在
、
常

盤
通
佐
間
線
で
21
筆
、
か
す
が
緑

道
で
４
筆
、
代
替
予
定
地
と
し
て

２
筆
を
先
行
取
得
し
て
お
り
、
全

体
の
４
割
程
度
で
あ
る
。

問
　
多
面
的
機
能
発
揮
促
進
事
業

補
助
金
は
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に

も
活
用
さ
れ
る
の
か
。

答
　
耕
作
放
棄
地
は
活
動
対
象
区

域
に
該
当
し
な
い
た
め
、
本
補
助

金
を
直
接
的
に
使
用
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
活
動
組
織
が
自
主

的
に
耕
作
放
棄
地
を
解
消
し
た
事

例
は
あ
る
。

　
当
委
員
会
で
は
、
付
託
を
受
け

た
５
議
案
及
び
総
務
文
教
常
任
委

員
会
か
ら
審
査
依
頼
を
受
け
た
１

議
案
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

○
行
田
市
学
童
保
育
室
設
置
及
び

管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

問
　
東
小
学
校
内
の
新
た
な
学
童

保
育
室
は
、
校
舎
２
階
の
ト
イ
レ

を
利
用
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
支

援
員
に
よ
る
ト
イ
レ
へ
の
付
き
添

い
な
ど
は
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　
同
学
童
保
育
室
は
、
高
学
年

を
対
象
と
す
る
予
定
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
支
援
員
に
よ
る
付
き
添

い
は
予
定
し
て
い
な
い
。

問
　
同
校
内
の
新
た
な
学
童
保
育

室
は
、
小
学
校
と
の
間
に
壁
を
設

け
な
い
設
計
で
あ
る
が
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
上
や
事
故
発
生
時
の
責
任

の
所
在
な
ど
問
題
は
な
い
の
か
。

答
　
学
童
利
用
児
童
に
は
放
課
後

の
時
間
帯
の
校
内
施
設
利
用
の
ル

ー
ル
を
守
る
よ
う
指
導
す
る
ほ
か
、

同
校
と
は
学
童
保
育
室
運
営
に
当

た
っ
て
責
任
の
所
在
等
も
含
め
た

協
定
を
締
結
す
る
予
定
で
あ
る
。

問
　
北
小
学
校
内
の
駐
車
場
は
大

変
狭
い
が
、
同
校
内
の
新
た
な
学

童
保
育
室
利
用
保
護
者
や
支
援
員

用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

事
故
防
止
対
策
は
。

答
　
同
校
敷
地
外
の
民
間
用
地
を

借
り
上
げ
ら
れ
な
い
か
検
討
し
て

い
る
。
事
故
防
止
対
策
と
し
て
は
、

同
校
北
側
の
出
入
口
付
近
に
反
射

板
の
設
置
な
ど
の
措
置
を
講
ず
る
。

○
平
成
28
年
度
行
田
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
回
）
に
つ
い
て

問
　
本
年
10
月
か
ら
の
０
歳
児
の

Ｂ
型
肝
炎
予
防
接
種
定
期
接
種
化

に
関
し
、
市
独
自
で
接
種
対
象
児

の
範
囲
を
拡
大
す
る
考
え
は
。

答
　
今
回
の
定
期
接
種
化
は
、
定

期
接
種
法
に
基
づ
く
措
置
で
あ
る

た
め
、
対
象
児
の
拡
大
は
行
わ
な

い
。

問
　
市
内
全
て
の
24
時
間
営
業
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
へ
の
Ａ
Ｅ

Ｄ
設
置
に
関
し
、
店
舗
で
は
ど
の

よ
う
な
対
応
を
行
う
の
か
。

答
　
店
舗
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
利
用

希
望
者
が
来
店
し
た
際
に
機
器
の

受
け
渡
し
を
行
う
。

問
　
店
員
に
よ
る
操
作
説
明
な
ど

を
予
定
し
な
い
理
由
は
。

答
　
店
舗
へ
受
け
渡
し
以
外
の
業

務
を
依
頼
し
た
場
合
、
協
力
拒
否

も
見
込
ま
れ
る
。
本
事
業
は
身
近

な
24
時
間
営
業
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
全
店
舗
へ
の
設
置
を
通
じ
、

24
時
間
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
利
用
で
き
る
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
と
し
た

事
業
で
あ
る
た
め
、
受
け
渡
し
の

み
を
依
頼
し
た
も
の
。
な
お
、
店

員
へ
の
救
命
講
習
の
受
講
勧
奨
や

店
舗
か
ら
の
講
習
会
開
催
要
請
に

は
積
極
的
に
対
応
し
て
い
く
。

○
平
成
28
年
度
行
田
市
国
民
健
康

保
険
事
業
費
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
回
）
に
つ
い
て

問
　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
に

関
し
、
本
特
別
会
計
の
財
源
不
足

の
理
由
は
。

答
　
財
源
不
足
の
主
な
理
由
は
、

昨
年
後
半
か
ら
新
た
に
保
険
適
用

と
な
っ
た
Ｃ
型
肝
炎
及
び
肺
が
ん

の
治
療
薬
が
高
額
で
あ
る
こ
と
に

よ
る
調
剤
費
の
増
加
に
伴
い
、
昨

年
度
と
比
較
し
て
、
一
般
療
養
給

付
費
及
び
一
般
高
額
療
養
費
が
増

加
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

問
　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利

用
率
及
び
効
果
は
。

答
　
本
年
６
月
審
査
分
で
66
・
3

％
で
あ
り
、
県
内
平
均
の
63
・
3

％
を
上
回
っ
て
い
る
。
ま
た
、
昨

年
度
の
効
果
額
は
、
月
平
均
で
患

者
負
担
分
が
約
４
万
５
千
円
、
保

険
者
負
担
分
が
約
11
万
７
千
円
で

あ
っ
た
。

　
８
月
24
日
に
９
月
定
例
会
運
営

の
た
め
の
委
員
会
を
開
催
し
、
会

期
日
程
、
議
案
及
び
請
願
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

そ
の
際
、
一
般
質
問
の
発
言
順
序

を
く
じ
に
よ
り
決
定
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
９
月
５
日
に
は
議
会
運

営
に
関
す
る
こ
と
、
16
日
に
は
追

加
議
案
の
取
り
扱
い
な
ど
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
本
会
議
終
了
後
に
次
期

定
例
会
の
日
程
（
予
定
）
に
つ
い

て
協
議
す
る
と
と
も
に
、
９
月
定

例
会
の
総
括
を
行
い
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
、
委
員
７
名
で
構
成

す
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
今
定
例
会
で
継
続
審
議
と

し
た
「
平
成
27
年
度
行
田
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い

て
」
を
付
託
し
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
は
閉
会
中
に
審
査
を

行
い
、
そ
の
結
果
を
12
月
定
例
会

で
報
告
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
委
員
の
構
成
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
　
委
員
長
　
秋
山
　
佳
于

　
　
副
委
員
長
　
高
橋
　
弘
行

　
　
委
　
　
員
　
三
宅
　
盾
子

　
　
委
　
　
員
　
梁
瀬
　
里
司

　
　
委
　
　
員
　
野
本
　
翔
平

　
　
委
　
　
員
　
吉
野
　
　
修

　
　
委
　
　
員
　
細
谷
恵
美
子

平成28年9月 定例市議会

※まち…まちを住みよくする会　 
　　　　　　（賛成：○　反対：×）

　 
（市長提出議案） 

議
案
番
号

会派名及び議員名
　　

議案名

議　
決　
結　
果　

黎明21 新政策研究会 発言と行
動する会 公明党 日本

共産党
まち

（※）

加　

藤　
誠　

一

吉　

野　
　
　

修

秋　

山　
佳　

于

新　

井　
教　

弘

梁　

瀬　
里　

司

平　

社　
輝　

男

松　

本　
安　

夫

野　

口　
啓　

造

柴　

登
美
夫

野　

本﨑

翔　

平

小　

林　
友　

明

香　

川　
宏　

行

吉　

田　
豊　

彦

細　

谷　
美
恵
子

高　

橋　
弘　

行

石　

井　
直　

彦

江　

川　
直　

一

二
本
柳　
妃
佐
子

大
河
原　
梅　

夫

斉　

藤　
博　

美

大
久
保　
　
　

忠

三　

宅　
盾　

子

行田市教育委員会委員の任命につき同意を
求めるについて 同意 ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第43号

第42号

平成28年度行田市一般会計補正予算（第２
回） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

第44号 平成28年度行田市国民健康保険事業費特別
会計補正予算（第１回） 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

第45号 行田市手数料条例の一部を改正する条例 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第46号 行田市学童保育室設置及び管理条例の一部
を改正する条例 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

第47号 平成27年度行田市一般会計歳入歳出決算認
定について

継続
審議 ○ ○ ○ ○ ○

第48号 平成27年度行田市国民健康保険事業費特別
会計歳入歳出決算認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第49号 平成27年度行田都市計画行田市下水道事業
費特別会計歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

第50号 平成27年度行田市交通災害共済事業費特別
会計歳入歳出決算認定について 〃

〃

○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第51号 平成27年度行田市介護保険事業費特別会計
歳入歳出決算認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

第52号 平成27年度行田市南河原地区簡易水道事業
費特別会計歳入歳出決算認定について 〃

〃

○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

第53号 平成27年度行田市後期高齢者医療事業費特
別会計歳入歳出決算認定について 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

第54号 平成27年度行田市水道事業会計利益の処分
及び決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

可決
及び
認定

（議請）
第4号

義務教育費国庫負担制度の堅持を求める請
願 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議

長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（請願）

（議）
第3号

義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意
見書 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第4号 次期介護保険制度改正における福祉用具、
住宅改修の見直しに関する意見書 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（議員提出議案）

※議長は採決に加わりません。（可否同数の場合は議長裁決となります。）

○
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
に
関
す
る
意
見
書（
原
案
可
決
）

　
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
は
、

２
０
０
６
年
度
か
ら
国
の
負
担
割

合
が
３
分
の
１
に
引
き
下
げ
ら
れ
、

地
方
が
負
担
す
る
３
分
の
２
の
財

源
は
、
税
源
移
譲
と
地
方
交
付
税

に
よ
る
調
整
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
、
多

く
の
道
府
県
で
財
源
不
足
が
生
じ

て
い
る
。
削
減
さ
れ
続
け
る
地
方

交
付
税
で
調
整
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

自
治
体
の
財
政
能
力
の
格
差
も
拡

大
し
、
「
教
育
の
機
会
均
等
」
を

大
き
く
崩
す
事
態
と
な
る
。
仮
に
、

税
源
移
譲
配
分
額
が
国
庫
負
担
削

減
額
を
上
回
る
自
治
体
で
も
、
そ

の
増
額
分
が
教
育
予
算
に
配
分
さ

れ
る
保
障
は
な
い
。

よ
っ
て
、
安
定
的
に
教
育
予
算
が

確
保
さ
れ
る
た
め
に
も
、
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
の
維
持
・
拡

充
を
は
か
り
、
負
担
率
を
２
分
の

１
に
復
活
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

（
提
出
先
　
内
閣
総
理
大
臣
・
財

務
大
臣
・
文
部
科
学
大
臣
・
総
務

大
臣
）

○
次
期
介
護
保
険
制
度
改
正
に
お

意見書

意
見
書
を

　関
係
機
関
に
送
付

議
員
提
出
議
案

け
る
福
祉
用
具
、住
宅
改
修
の
見
直

し
に
関
す
る
意
見
書
（
原
案
可
決
）

　
平
成
27
年
６
月
30
日
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
骨
太
の
方
針
」
の
中

で
、
軽
度
者
に
対
す
る
福
祉
用
具

貸
与
等
の
給
付
の
見
直
し
を
検
討

す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
現

行
の
介
護
保
険
制
度
に
よ
る
福
祉

用
具
、
住
宅
改
修
の
サ
ー
ビ
ス
は
、

高
齢
者
自
身
の
自
立
意
欲
を
高
め
、

介
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
極
め

て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
手
す
り
や
歩
行
器
等

の
軽
度
者
向
け
福
祉
用
具
は
、
転

倒
、
骨
折
予
防
や
自
立
し
た
生
活

の
継
続
を
実
現
し
、重
度
化
を
防
ぎ

遅
ら
せ
る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
安
全
な
外
出
機
会
を
保

障
す
る
こ
と
で
、
特
に
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
の
と
じ
こ
も
り
を
防

ぎ
、
社
会
生
活
の
維
持
に
つ
な
が

っ
て
い
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
次

期
介
護
保
険
制
度
改
正
に
お
け
る

福
祉
用
具
、
住
宅
改
修
の
見
直
し

は
、
高
齢
者
の
自
立
を
支
援
し
、

介
護
の
重
度
化
を
防
ぐ
と
い
う
介

護
保
険
の
理
念
に
沿
っ
て
介
護
が

必
要
な
方
の
生
活
を
支
え
る
観
点

か
ら
、
原
則
自
己
負
担
の
導
入
を

し
な
い
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

（
提
出
先
　
内
閣
総
理
大
臣
・
厚

生
労
働
大
臣
）

　
当
委
員
会
で
は
、
付
託
を
受
け

た
１
議
案
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
１
件
に
つ
い
て
は
、

採
択
と
し
ま
し
た
。

○
平
成
28
年
度
行
田
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
回
）
に
つ
い
て

問
　
固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
に

伴
う
鑑
定
料
の
補
正
予
算
と
の
こ

と
で
あ
る
が
、
評
価
替
え
が
３
年

に
１
度
行
わ
れ
る
こ
と
が
判
っ
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
当
初
か
ら
こ

の
予
算
を
計
上
で
き
た
の
で
は
な

い
か
。

答
　
固
定
資
産
税
の
評
価
替
え
に

伴
う
標
準
宅
地
の
評
価
基
準
地
点

は
、
国
及
び
県
が
選
定
す
る
評
価

基
準
地
点
と
密
接
に
関
係
が
あ
り
、

国
等
に
よ
る
選
定
替
え
や
新
設
、

廃
止
等
が
行
わ
れ
た
場
合
は
市
の

標
準
宅
地
の
評
価
基
準
地
点
を
見

直
す
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ

に
よ
り
業
務
の
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
支
障
を
来
す
な
ど
と
い
っ
た

問

経
緯
が
過
去
に
あ
っ
た
た
め
国
、

県
の
選
定
す
る
評
価
基
準
地
点
が

確
定
し
た
後
、
金
額
を
精
査
し
補

正
予
算
と
し
て
提
出
し
た
も
の
で

あ
る
。

問
　
さ
わ
や
か
相
談
員
配
置
に
係

る
賃
金
の
補
正
予
算
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
に
よ

り
、
北
河
原
、
南
河
原
両
小
学
校

に
こ
の
相
談
員
を
配
置
す
る
こ
と

と
な
っ
た
の
か
。

答
　
北
河
原
、
南
河
原
の
両
地
区

で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
中
で
、

保
護
者
等
か
ら
、
慣
れ
親
し
ん
だ

学
校
が
変
わ
る
こ
と
に
よ
り
生
じ

る
子
ど
も
た
ち
の
ス
ト
レ
ス
や
不

安
の
解
消
の
た
め
に
体
制
を
整
え

て
ほ
し
い
と
の
要
望
等
の
ほ
か
、

両
校
の
校
長
先
生
に
よ
る
心
の
ケ

ア
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
意
見
や
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
部
会
等
で
も
そ
う
い
っ
た

意
見
が
あ
り
、
ま
た
、
北
河
原
地

区
か
ら
統
合
を
受
諾
す
る
に
当
た

っ
て
の
当
初
の
要
望
書
の
中
で
も

同
様
の
意
見
が
あ
っ
た
た
め
、
配

置
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
当
委
員
会
で
は
、
付
託
を
受
け

た
５
議
案
及
び
総
務
文
教
常
任
委

員
会
か
ら
審
査
依
頼
を
受
け
た
１

議
案
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
、
い

ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

○
平
成
27
年
度
行
田
都
市
計
画
行

田
市
下
水
道
事
業
費
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

問
　
下
水
道
区
域
に
隣
接
し
て
い

る
場
所
に
お
い
て
、
下
水
道
に
接

続
し
た
際
に
負
担
す
る
下
水
道
事

業
協
力
金
が
、
平
成
26
年
度
の
決

算
額
と
比
較
す
る
と
金
額
が
大
き

く
異
な
る
が
、
区
域
に
よ
っ
て
単

価
が
変
わ
る
の
か
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
の
動
き
◯ 

審
査
概
要
・
活
動

問

答
　
協
力
金
の
単
価
は
区
域
に
よ

っ
て
異
な
る
。
ま
た
、
平
成
26
年

度
は
面
積
が
非
常
に
大
き
か
っ
た

た
め
、
決
算
額
も
大
き
く
な
っ
た
。

○
平
成
27
年
度
行
田
市
水
道
事
業

会
計
利
益
の
処
分
及
び
決
算
の
認

定
に
つ
い
て

問
　
平
成
29
年
度
に
予
定
し
て
い

る
行
田
市
南
河
原
地
区
簡
易
水
道

事
業
と
の
統
合
に
関
わ
る
業
務
委

託
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
　
委
託
内
容
は
、
厚
生
労
働
省
・

埼
玉
県
へ
の
届
出
に
必
要
な
、
行

田
市
水
道
事
業
の
給
水
人
口
等
の

諸
数
値
の
再
整
理
と
、
統
合
後
の

配
水
区
域
の
見
直
し
、
施
設
の
更

新
計
画
等
で
あ
る
。

○
平
成
28
年
度
行
田
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
回
）
に
つ
い
て

問
　
常
盤
通
佐
間
線
と
か
す
が
緑

道
の
用
地
の
先
行
取
得
の
進
捗
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

建
設
環
境
常
任
委
員
会

答

答

問

問

答問 答

南河原浄水場

さわやか相談員


